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特集
大切にしたい日本の風習
　　　　　　　　～お正月～



お
正
月
っ
て
？

　

お
正
月
と
は
、
一
般
的
に
、
１
月
１
日

か
ら
１
月
３
日
の
「
三
が
日
」
や
、
１
月

１
日
か
ら
１
月
７
日
（
地
方
に
よ
っ
て
は

１
月
15
日
ま
で
）
の
「
松
の
内
」
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。

　

新
年
を
祝
う
行
事
で
す
が
、
本
来
は
、

家
に
神
様
を
お
迎
え
し
て
、
祀
る
行
事
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

神
様
？

　

１
月
１
日
に
は
神
様
が
山
か
ら
下
り
て

き
て
、
各
家
庭
に
降
臨
す
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
神
様
は
、
作
物
が
豊
か
に
実
っ
て

食
物
に
不
自
由
な
く
暮
ら
せ
る
こ
と
や
家

族
が
元
気
に
一
年
を
過
ご
せ
る
こ
と
を
約

束
し
て
く
れ
る
、
と
て
も
大
切
な
神
様
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
正
月
は
「
お
も
て
な
し
」

　

お
正
月
の
風
習
に
は
神
様
が
関
係
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
お
話
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
お
正
月
を
「
迎
え
る
」
と
い

う
表
現
。
こ
れ
は
、
お
正
月
に
一
年
間
見

守
っ
て
く
れ
る
神
様
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
お
正
月
を
「
迎
え
る
」
と
言
う
よ
う

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
神
様
を
お
迎
え
し
、「
お

も
て
な
し
」
す
る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

準
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

特集
大切にしたい日本の風習　～お正月～
12 月に入りました。今年のお正月はどうしようかな。

年賀状も書かないと…。

お正月を迎える準備を考える時期ですね。

でも…。

そもそも、お正月ってなぁに？

何のために準備をするの？？

【
し
め
縄
（
注
連
縄
）】

悪
い
も
の
が
入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
結
界
。

わら
豊作の願い。

しで（紙垂・四手）
神聖な場所を表す。魔よけ。

橙の実+ゆずり葉
代 （々橙）譲る。
子孫繁栄を願う。

広報きよら 2016.12
2



準
備
す
る
も
の
に
も
意
味
が
あ
る

　

準
備
す
る
も
の
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

意
味
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
説
も
あ
り
、
そ
の
地
域
な
ら
で

は
の
話
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
餅
つ
き
。
鏡
餅
を
準
備
す
る
た
め
の
餅
つ
き
で

す
が
、
餅
つ
き
を
し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
い
わ
れ
て
い
る
日

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

大
晦
日
の
12
月
31
日
に
は
、「
一
夜
も
ち
に
な
る
」
と
い

う
こ
と
で
、餅
つ
き
は
し
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

多
く
の
地
域
で
は
、
12
月
29
日
は
「
二
重
苦
」「
苦
も
ち
」

な
ど
と
い
わ
れ
、
餅
を
つ
か
な
い
ほ
う
が
い
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、「
福
（
ふ
く
）
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
、
29
日
に
餅
つ
き
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

南
小
国
で
は
、
１
２
５
年
前
の
12
月
29
日
、
お
隣
の
小
国

町
で
、
も
ち
米
を
蒸
し
て
い
て
火
事
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、

29
日
に
餅
を
つ
く
な
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
小
国
の
言
い
伝
え

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る
現
在
、
調
べ
れ
ば
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
が
、
南
小
国
な
ら
で
は
の
準

備
物
や
由
来
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
。

地
域
の
こ
と
は
、
地
域
の
方
に
聞
く
の
が
一
番
。

　

今
回
は
、
お
せ
ち
料
理
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
、
郷
土
料

理
の
伝
承
な
ど
を
行
っ
て
い
る
南
小
国
町
生
活
研
究
グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
鏡
　
餅
】

神
様
の
依よ
り
し
ろ代
。
鏡
開
き
（
１
月
11
日
）

ま
で
神
様
の
魂
が
宿
る
。

【
門
　
松
】

神
様
が
山
か
ら
降
り
て
き
た
時
に
目
印
と
さ
れ
る
も
の
。

12
月
の
末
か
ら
松
の
内
の
期
間
、
家
の
前
に
飾
る
。

【
お
年
玉
】

お
年
玉
の
始
ま
り
は
、
鏡
餅
。

神
様
の
魂
が
宿
っ
た
鏡
餅
を
、
年
長
者
が
み

ん
な
に
分
け
与
え
て
い
た
こ
と
が
始
ま
り
。

橙の実（葉つき）
橙は一度実がなると数年間お
ちないことから。
代 （々橙）続いていくように。

御幣（ゴヘイ）
四方に大きく手を広
げ、繁盛するようにと
願うもの。

南天
難を転じる、
から。

「竹は千歳を契り松は万歳を
契る」という言葉から、長寿
や繁栄を願って松と竹が使わ
れるように。

竹
竹の切り口にも意味が
あり、節も含めて切る
と、その切り口が笑っ
た口に似ていることか

ら、「笑う角には福来る」とも。

松
常緑で樹齢の長い松は、永遠
の命の象徴。また「松」＝「待
つ」の掛け合わせ。

裏白（ウラジロ）
裏白の葉は左右対称に生え、対に
なっているとことから、夫婦円満
を意味。
また、表が緑で裏が白いことから
誠実を表す。
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☆南小国版☆おせち  料理 いっしょに
学ぼう !!おせち料理とは

　正月料理のことを「おせち料理」とい
いますよね。もともと、おせちとはお節
供（おせちく）を略した言葉でした。桃
の節句や端午の節句など、お節供に食べ
る料理をおせち料理と呼んだため、一番
目の節句にあたる正月の料理を表す言葉
として使われるようになりました。

おせち料理の中身
　おせち料理は〝めでたさを重ねる〟という意味で縁起をかつぎ、重箱に詰めて出されます。
地方や家庭ごとに中身は様々ですが、南小国では、昔は新鮮な魚は手に入りにくかったので、
町で取れるものや、塩漬けされて日持ちするもので作られていました。さらに正月三が日は
主婦を家事から解放するという意味や、お正月に火を使うことをできるだけ避ける、という
物忌みの意味も兼ねておせちが作られていました。

数の子　たくさんの子
どもに恵まれる 鯛　めでたい

3 3

紅白かまぼこ　日の出

黒豆　真っ黒になって
健康でまめに働く 昆布　よろこぶ

3 3
伊達巻・昆布巻き　巻
物の形から、学問や文
化の成就

田作り　昔は田の肥料
にカタクチイワシが使
われていたことから
五穀豊穣

ちょろぎ（長老喜）
長寿 きんとん　金と運

松竹梅　慶事・吉祥の
象徴

海老　腰が曲がるまで
長寿

れんこん　見通しがい
いということからだが、
熊本の郷土料理、辛子
れんこんが使われるこ
とも…

祝い箸
　両方がとがっているお箸、取
り箸用と思っていませんか。
　反対側は、神様が食べる用。
一緒にいただきましょう、という
ことです。

慶事と弔事の煮しめの数
　慶事は偶数、弔事は奇数で準備します。
偶数は割り切れることから、慶事にはあま
り使われません。
　しかし、末広がりの「八」は、例外とし
て使われることもあります。

初日の出
　日の出とともに神様が現
れるといわれ、一年の幸運
を祈ります。

ちょこっと　豆知識☆
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日本の伝統食 おせち  料理
　11月 20 日に南小国町の生活研究グループ主催で行われた「おせち作
り教室」では、『がめ煮』『肉巻き』『伊達巻』『紅白なます』『雑煮』の５

種類を参加者とともに作りました。
　今月号の表紙は、今回作った「おせち」です。当日に作った５種類と、生
活研究グループの皆さんが持ち寄った料理、全 19種類が詰まっています。
　その中で『伊達巻』のレシピを紹介します。子どもと一緒に作れるので、
おうちでも是非作ってみてください。

いっしょに
作ろう !!

〈材料〉
　・卵　　　　　5 個
　・はんぺん　　120g
　Ａ
　　・砂糖　　　大さじ 2
　　・みりん　　大さじ 1
　　・酒　　　　大さじ 1/2
　　・しょうゆ　小さじ 1
　　・塩　　　　少々
　・サラダ油

〈作り方〉
１．フードプロセッサーに「卵」と「はんぺん」を入れてなめらか

になるまで混ぜる。A を入れて混ぜる。
２．フライパンにサラダ油を入れてペーパータオルで全体に広げ、

１の卵液を入れる。
３．ふたをして弱火で約 15 分ほど焼く。竹串を指してなにもつい

てこなければ、裏返し少し焼く。
４．巻きすの上に取り出し、お箸を芯にしてしっかり巻く。
５．お箸を抜いて、巻きすを輪ゴム２本でしっかりとめ、完全に冷

ましてから切り分ける。

おせちレシピ～伊達巻～

《生活研究グループ》
　それぞれの生活実情にあわせて更に良い生活と地域社会づく
り、新しい農山村型ライフスタイルの実現を目的としたグルー
プです。農業・農村の魅力や食文化の大切さを子ども達や消費
者に伝えるとともに、地域農業の発展や活性化に努めています。
　今年の４月９日に行われた町内の郷土料理やアレンジ料理を
食事にお花見を楽しもうというイベント、「南の小さな国のお
花見バイキング」（広報誌５月号掲載）も開催し、郷土料理な
どを提供しました。 生活研究グループの皆さん
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マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ト
ゥ
ン
ク･

イ
ン

タ
ン･

ザ
ハ
ラ
国
民
中
等
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
、
教
員
、
ス
タ
ッ
フ

の
皆
さ
ん
か
ら
熊
本
の
地
震
被
災
者

の
皆
さ
ん
へ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
は
？

　

国
際
交
流
基
金
が
実
施
す
る
「
日

本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
派
遣
事
業
」

に
よ
り
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
学

･
高
校
へ
派
遣
さ
れ
た
人
た
ち
で
、

日
本
語
教
師
や
生
徒
た
ち
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
、
授
業
の
ア
シ
ス

タ
ン
ト
や
日
本
文
化
の
紹
介
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
活
動
を
通

じ
て
子
ど
も
た
ち
や
地
域
の
人
々

と
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
目
的
と

し
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

20
人
が
平
成
27
年
度
の
日
本
語

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
と
し
て
、
各
地
で
活

躍
。
本
町
出
身
の
佐
藤
さ
ん
（
新
町

２
）
も
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
つ
な
ぐ
人

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
一

人
で
あ
る
、
阿
部
さ
ん
（
写
真
下
）

の
赴
任
先
の
学
校
で
は
、
熊
本
地
震

の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、「
熊
本
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ろ

う
！
」
と
い
う
声
が
自
然
に
あ
が
っ

た
と
言
い
ま
す
。

　

全
校
生
徒
お
よ
び
教
員
ス
タ
ッ
フ

の
思
い
を
受
け
、
阿
部
さ
ん
と
阿
部

さ
ん
の
受
入
教
員
で
あ
る
、
ア
ド

ラ
ー
ン
先
生
は
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
と
横

断
幕
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
横
断
幕
の
中
心
に
は
「
祈
」
の

文
字
が
あ
り
、
そ
の
周
り
に
は
生
徒

お
よ
び
ス
タ
ッ
フ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

阿
部
さ
ん
は
、
黒
川
温
泉
で
バ
イ

ト
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
横
断

幕
を
作
成
し
て
い
る
と
き
、
私
の
中

で
は
阿
蘇
の
風
景
が
蘇
っ
て
い
ま
し

た
。」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
地
元
が
阿
蘇
の
佐

藤
さ
ん
と
一
緒
だ
っ
た
こ
と
で
、
作

成
さ
れ
た
横
断
幕
は
南
小
国
中
学
校

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

マレーシアから
熊本地震被災地へ

海外から届いた「祈り」

日
本
と
マ
レ
ー
シ
ア
を
つ
な
ぐ

■
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
見
る

　

今
回
、
制
作
さ
れ
た
横

断
幕
は
南
小
国
中
学
校
に

飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
【
マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
熊
本
地
震
被
災
地
へ
】

を
検
索
す
る
と
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

阿部さん
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私
は
南
小
国
町
出
身
で
、
現
在
は
大

分
県
に
あ
る
「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋

大
学
」
の
３
年
生
で
す
。
今
年
の
２
月

か
ら
『
日
本
語
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
』
で
マ

レ
ー
シ
ア
に
９
か
月
間
赴
任
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
４
月
に
熊
本
地
震
が

起
き
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
マ
レ
ー

シ
ア
の
テ
レ
ビ
を
つ
け
る
と
、
熊
本
地

震
に
つ
い
て
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

海
外
で
も
放
送
さ
れ
る
く
ら
い
大
き
い

地
震
だ
っ
た
ん
だ
な
と
感
じ
、
そ
の
時

は
と
て
も
驚
き
、
家
族
や
故
郷
の
事
が

心
配
で
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

地
震
が
起
き
た
こ
と
を
知
っ
た
同

期
、
先
生
、
生
徒
は
熊
本
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
し
よ
う
！
と
す
ぐ
に
動
き

出
し
ま
し
た
。
わ
た
し
が
赴
任
し
て
い

た
学
校
で
は
、
募
金
活
動
を
し
ま
し

た
。
私
の
故
郷
、
熊
本
の
た
め
に
た
く

さ
ん
の
人
が
募
金
に
協
力
し
て
く
だ
さ

り
ま
し
た
。
同
期
の
阿
部
さ
ん
は
、
皆

で
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合

い
、
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
先
生
方
や
生
徒
と
協
力
し
て
横
断

幕
と
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
作
り
ま
し

た
。
エ
ー
ル
が
皆
さ
ん
に
届
き
や
す
い

よ
う
に
一
生
懸
命
日
本
語
で
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
み
ん
な
の
祈
り
、
願
い
、

エ
ー
ル
が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
の
母
校
で
あ
る
南
小
国
中
学
校

に
送
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
、
今
回

南
小
国
中
学
校
に
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
熊
本
の
復
興
に
は
時
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
の
エ
ー
ル
が
被
災
地
の
皆

さ
ん
に
届
い
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
是
非
、
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
を
見
て
く

だ
さ
い
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

佐
さとう

藤　葵
あおい

　さん

マレーシアの生徒たちと佐藤さん

届いたメッセージをバックに笑顔の南小国中学校３年生と佐藤葵さん

たくさんのメッセージ、ありがとうございました！
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平
成
27
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。１
年
間（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収

入
と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
「
一
般
会
計
」

と
「
特
別
会
計
」
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
防
災
・
教
育
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
会
計
で

す
。「
特
別
会
計
」
は
、
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金
で
、
一
般
会
計
と
は
別
の
収
支

に
な
り
ま
す
。
南
小
国
町
に
は
国

民
健
康
保
険
・
水
道
事
業
な
ど
７

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
と
も
減
額

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
40
億
３
、２
４
８
万

円
、
歳
出
38
億
１
、０
４
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き
た
お

金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
る
と
収
入
に
当
た
り
ま
す
。

　

27
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
る

と
３
億
９
、４
４
６
万
円
の
減
額

（
８
・９
％
の
減
）と
な
り
ま
し
た
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われ
ているのかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、平成 27 年度
の決算と、平成 28 年度上半期（平成 28 年４月１日～９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円）

構成比
（％）

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 9,117 2.3

地方譲与税 5,544 1.4

自動車取得税交付金 747 0.2

配当割交付金 156 0.0

株式等譲渡所得割交付金 132 0.0

地方特例交付金 68 0.0

交通安全対策特別交付金 58 0.0

利子割交付金 43 0.0

（自主財源その他の内訳）

分担金及び負担金 11,577 2.9

使用料及び手数料 10,089 2.5

諸収入 2,695 0.7

財産収入 1,358 0.3

繰入金 332 0.1

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり	 893,413 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり 105,984 円

一般会計歳入　　　40 億 3,248 万円

（億円）

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

歳入 歳出

歳入・歳出の推移

H27年度
30

40

50

40

37
35

3939

3737

4141

4444

3838
35

33

　  その他
2億6,050万円
　　（6.5％）

　  その他
2億6,050万円
　　（6.5％）

繰越金
3億6,169万円
（9.0％）

寄附金
1億3,727万円
（3.4％）

町税
4億5,202万円
（11.2％）
その他

1億5,865万円
（3.9％）

その他
1億5,865万円
（3.9％）

町債
2億6,544万円
（6.6％）

国庫支出金
2億9,264万円
（7.2％）

国庫支出金
2億9,264万円
（7.2％）

地方交付税
18億3,816万円
（45.6％）

自主財源
（30.1％）

依存財源
（69.9％）

県支出金
2億6,611万円

（6.6％）

県支出金
2億6,611万円

（6.6％）

県支出金
2億6,611万円

（6.6％）

広報きよら 2016.12
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歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町

が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主

財
源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け

る
「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
町
税
・
前
年
度
繰
越

金
・
寄
付
金
な
ど
の
自
主
財
源
は

12
億
１
、１
４
８
万
円
で
、
全
体

の
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
・
国
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は

28
億
２
、１
０
０
万
円
で
、
全
体

の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お

金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿

に
例
え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま

す
。
27
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
る

と
２
億
５
、４
８
４
万
円
の
減
額

（
６
・３
％
の
減
）と
な
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

60
億
５
、２
１
８
万
円
、
歳
出

が
57
億
２
、５
６
４
万
円
で
、
歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

３
億
２
、６
５
４
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
平
成
28
年
度
に

６
、８
０
１
万
円
を
繰
り
越
し

た
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額
は

２
億
５
、８
５
３
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 8 億 2,704
歳出 7 億 6,186

水道事業
歳入 2 億 2,486
歳出 2 億 602

農業集落排水事業
歳入 8,683
歳出 8,534

介護保険
歳入 5 億 4,715
歳出 5 億 3,552

特定地域生活排水処理事業
歳入 1,993
歳出 1,835

公共下水道事業
歳入 2 億 5,756
歳出 2 億 5,246

後期高齢者医療
歳入 5,633
歳出 5,568

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

▼
町
道
改
良
舗
装
・
維
持

工
事
▼
町
道
除
雪
委
託
料
▼
橋
梁
補

修
工
事
▼
県
工
事
負
担
金
▼
市
原
団

地
外
壁
改
修
工
事

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

▼
森
を

育
て
る
間
伐
材
利
用
推
進
事
業
▼
農

業
農
村
整
備
事
業
水
路
改
修
工
事
▼

商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
補
助
金
▼
観
光

協
会
補
助
金

民
生
費
・
衛
生
費　

▼
児
童
手
当

の
支
給
▼
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
▼
乳

幼
児
・
子
育
て
支
援
・
ひ
と
り
親

医
療
費
助
成
金
▼
各
種
予
防
接
種
・

検
診
▼
阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合

負
担
金
（
ご
み
・
し
尿
）
▼
小
国

公
立
病
院
負
担
金

総
務
費
・
消
防
費　

▼
黒
川
地
区
環

境
整
備
事
業
▼
新
庁
舎
外
構
工
事
▼

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
▼
消
防
施

設
（
車
庫
・
詰
所
）
整
備
補
助
金
▼

小
国
郷
地
域
公
共
交
通
会
議
負
担
金

教
育
費　

▼
公
民
館
満
願
寺
分
館

新
築
工
事
▼
奨
学
金
貸
付
事
業
▼

学
校
教
材
備
品
購
入
▼
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
委
託
▼
社
会
教
育
団
体

等
へ
の
助
成

一般会計歳出　　　38 億 1,041 万円

災害復旧費
333万円
（0.1％）

商工費
6,630万円
（1.7％）

議会費
6,845万円
（1.8％）消防費

1億5,884万円
（4.2％）教育費

2億6,899万円
（7.1％）

土木費
3億4,551万円
（9.1％）

土木費
3億4,551万円
（9.1％）

民生費
5億8,459万円
（15.3％）

農林水産業費
3億1,447万円
（8.3％）

公債費
3億2,099万円
（8.4％）

衛生費
5億7,219万円
（15.0％）

総務費
11億675万円
（29.0％）
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収入 金額 歳入の内容
給料 45 万円 町税
パート収入 10 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 240 万円 地方交付税、国・県支出金など
ローン・借入金 27 万円 町債
不動産収入 1 万円 財産収入
貯金の取り崩し 0 万円 繰入金
前年度からの繰越金 36 万円 繰越金
その他の収入 44 万円 その他
年間収入合計 403 万円

支出 金額 歳出の内容
食費 66 万円 人件費
医療費・教育費 37 万円 扶助費
ローンの返済 32 万円 公債費
光熱水費・日用品の購入 48 万円 物件費
家電や車の修繕 2 万円 維持補修費
自治会費 70 万円 補助費
子どもへの仕送り 33 万円 繰出金
貯金 22 万円 積立金
知人に貸したお金 0 万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 71 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 381 万円

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 9.5％ 25％ 35％

将来負担比率 23.6％ 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
平
成
27
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

平
成
27
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

水道事業特別会計 ― 20％

農業集落排水事業特別会計 ― 20％

特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ― 20％

用語の説明
実質赤字比率 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率

広報きよら 2016.12
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平
成
28
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

会　計　名

国 民 健 康 保 険

水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

特定地域生活排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　計

予算額

8億2,600万円

1億5,513万円

2,843万円

5億6,378万円

2,963万円

2億7,647万円

5,855万円

19億3,799万円

収入額

3億2,084万円

6,123万円

492万円

2億3,025万円

538万円

1,859万円

1,654万円

6億5,775万円

収入率

38.8％

39.5％

17.3％

40.8％

18.2％

6.7％

28.2％

33.9％

執行率

37.7％

38.3％

38.6％

38.3％

20.0％

36.0％

19.8％

36.9％

執行額

3億1,118万円

5,940万円

1,097万円

2億1,588万円

594万円

9,944万円

1,157万円

7億1,438万円

《　特　別　会　計　》
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（単位：千円）

◎一般会計決算状況

695,113

32,528

阿蘇圏域市町村緊急通報
システム事業特別会計

186

160

26

合計

727,641

7,249

阿蘇ふるさと市町村圏
特別会計

272,902

254,468

18,4346,819

歳 入 決 算 額

歳 出 決 算 額

差 引 額

313,252

繰 入 金

繰 越 金

141,301

134,482

◎特別会計決算状況

諸 収 入

組 合 債

合 計

当組合が行う事業のため、構成市町村が負担するお金です。
市町村別の金額は右図のとおりです。

ごみ処理手数料や火葬施設の使用料等による収入です。

特定の事業を行うために国が交付するお金です。

特定の事業を行うために県が交付するお金です。

基金の利子及び物品売払代金（公用車）による収入です。

組合事業の財源として特別会計及び基金から繰り入れたお金
です。

説 明

構成市町村の議員で構成する組合議会の運営費です。

組合の総括的な事務費です。この中に介護認定審査会、
障害支援区分認定審査会の運営費も含まれています。

生活に密接した事業費で、火葬施設及び一般廃棄物処
理施設の運営費です。

消防、救急活動の費用です。

306,003

特 別 会 計 名
特別養護老人ホーム

阿蘇みやま荘特別会計
養護老人ホーム

湯の里荘特別会計

国や金融機関などから借り入れたお金の返済費用です。

合 計

11,920

145,353

1,345,530

1,611,376

644,718

3,758,897

0.3%

3.9%

議 会 費

総 務 費

衛 生 費

消 防 費

公 債 費

35.8%

42.9%

17.1%

100.0%

166,112

930

465

584

248,990

416,292

78,036

南阿蘇村

西原村

財 産 収 入

預金利子及び受託事業収入等による収入です。

（単位：千円）

金　　額

1,306,990

239,947

376,250

75,781

299,871

560,675

53,404

2,912,918

市町村名

阿蘇市

南小国町

小国町

産山村

高森町

2.0%

0.7%

100.0%

（単位：千円）
2,912,918

（単位：千円）

合　 計

項 目 金 額 構 成 率

項 目 金 額 構 成 率 説 明

大きな事業を行うために国や金融機関から借り入れたお金で
す。

前年度からの繰越金です。

27,300

3,851,627

75.7%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

6.5%

10.8%

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

平成２８年第４回阿蘇広域行政事務組合議会定例会が開催され、平成２７

年度決算が承認されました。

決算状況は、次のとおりです。

阿 蘇 広 域 行 政 事 務 組 合 阿蘇広域行政事務組合では、阿蘇圏域の住民の方々の生命と

財産を守り、生活環境の整備と豊かで住みよい地域社会を作るた

めの仕事をしています。

本組合の詳しい事業内容は下記ＵＲＬでも確認できます。

阿蘇広域行政事務組合

TEL 0967-24-5111
URL http://www.aso.ne.jp/~koiki/

市町村別負担金一覧表

平成２７年度一般会計における歳入総額は３，８５１，６２７千円となり、前年度

４，７３５，２４２千円と比べて、８８３，６１５千円の減となりました。

平成２７年度一般会計における歳出総額は３，７５８，８９７千円となり、前年度４，３

１８，９５０千円と比べて、５６０，０５３千円の減となりました。

平成２６年度をもって消防庁舎建設工事が完了したことが主な要因です。

議会費

(0.3%) 総務費

(3.9%)

衛生費

(35.8%)

消防費

(42.9%)

公債費

(17.1%)

【歳出】

分担金及び

負担金
(75.7%)

使用料及び

手数料
(4.3%)

国庫支出金
(0.0%)

県支出金
(0.0%)

財産収入
(0.0%)

繰入金
(6.5%)

繰越金
(10.8%)諸収入

(2.0%)

組合債
(0.7%)

【歳入】

平 成 ２ ７ 年 度 決 算 報 告
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11
月
分
住
民
健
康
診
査
の

結
果
説
明
会
開
催
に
つ
い
て

　

11
月
15
日（
火
）に
行
い
ま
し
た
住
民

健
診
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
方
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

健
診
を
受
診
さ
れ
た
方
は
、
次
の

日
程
で
結
果
説
明
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
説
明
会
で
は
、
熊
本
県
総

合
保
健
セ
ン
タ
ー
の
方
に
健
診
結
果

の
見
方
や
日
頃
の
生
活
習
慣
で
気
を

つ
け
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

12
月
19
日（
月
）

受
付
時
間
：
９
時
15
分
～
９
時
30
分

開
始
時
間
：
９
時
30
分
～

■
場
所

管
理
セ
ン
タ
ー　

１
階
休
憩
室

　

当
日
は
、
個
別
相
談
・
指
導
も
併
せ

て
行
い
ま
す
。「
検
査
結
果
に
つ
い
て

詳
し
く
聞
き
た
い
」「
体
の
こ
と
で
気

に
な
る
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
会
場
へ
お
越
し
い
た

だ
き
、ス
タ
ッ
フ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

住
民
健
診
は
、
各
種
の
検
査
で
皆
さ

ん
の
健
康
状
態
を
診
て
、
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
て
る
も
の
で

す
。
健
診
を
受
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
か

か
り
つ
け
医
に
結
果
を
見
て
も
ら
う
な

ど
し
て
、
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
酒
は
体
に
優
し
い
量
・
飲
み
方
で
楽

し
く
飲
み
ま
し
ょ
う
！

　

年
末
年
始
が
近
づ
き
、
忘
年
会
や

新
年
会
で
飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
り

ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は
、
お

酒
の
「
適
量
」
が
ど

れ
く
ら
い
か
ご
存
知

で
す
か
？

　

お
酒
に
は
様
々

な
種
類
が
あ
り
ま

す
が
、「
適
量
」
と

は
一
日
平
均
純
ア
ル

コ
ー
ル
に
て
約
20
ｇ

程
度
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
く
ら
い
の
量
で
あ
れ
ば
、
ほ

ど
よ
く
お
酒
を
楽
し
め
る
と
い
う
わ
け

で
す
。

■
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
の
仕
組
み

　

お
酒
の
主
た
る
成
分
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
と
水
で
す
。
お
酒
を
飲
む
と「
酔
っ
た
」

状
態
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
と
き
体
や

脳
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル（
エ
タ
ノ
ー
ル
）で
す
。
お
酒
を
飲

む
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
血
液
に
溶
け
込

ん
で
肝
臓
に
運
ば
れ
、
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、
お
酒
に
強
い
中
年

男
性
が
ビ
ー
ル
３
５
０
㎖
缶
を
１
、２

本
飲
ん
だ
場
合
の
血
中
ア
ル
コ
ー
ル
濃

度
の
変
化
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
が

体
内
に
入
っ
て
か

ら
30
分
後
に
血
中

ア
ル
コ
ー
ル
濃
度

は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

ビ
ー
ル
３
５
０
㎖

缶
１
本
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
完

全
に
抜
け
る
ま
で
に
は
、
約
２
～
３
時

間
か
か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
代
謝
に
は
個
人
差
が
あ
る

た
め
、
何
時
間
経
過
す
れ
ば
必
ず
ア
ル

コ
ー
ル
が
抜
け
る
、
と
い
う
こ
と
は
一

概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。

■
飲
む
と
き
は
食
べ
な
が
ら

　

空
腹
の
時
に
お
酒
を
飲
む
と
、
胃

の
中
に
食
べ
物
が
何
も
無
い
た
め
に

ア
ル
コ
ー
ル
の
吸
収
が
速
く
な
り
、

酔
い
が
回
る
の
が
速
く
な
り
ま
す
。

食
事
と
一
緒
に
お
酒
を
飲
む
こ
と
で
、

胃
の
中
の
食
べ
物
が
粘
膜
の
上
に
層

を
作
り
、
胃
を
荒
ら
す
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
の
吸

収
を
遅
ら
せ
ま
す
。

　

胃
腸
の
粘
膜
を
保
護
す
る
効
果
が
あ

る
の
は
、
脂
肪
分
の
含
ま
れ
る
チ
ー
ズ

な
ど
で
す
。飲
酒
前
に
食
べ
て
お
く
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
の
刺
激
で
胃
壁
が
荒
れ
る

の
を
和
ら
げ
る
効
果
を
得
ら
れ
ま
す
。

牛
乳
を
飲
む
こ
と
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
の

吸
収
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
ん
で
い
る
間
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
に
よ
っ
て
ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ

ン
が
失
わ
れ
や
す
い
の
で
、
そ
れ
ら
の

豊
富
な
野
菜
類
な
ど
の
植
物
性
食
品
を

多
く
摂
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
分
解
す
る
肝

臓
は
た
ん
ぱ
く
質

を
必
要
と
す
る
こ

と
か
ら
、
た
ん
ぱ

く
質
の
豊
富
な
食

べ
物
が
好
ま
し
い

と
い
え
ま
す
。

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113
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◆
熊
本
地
震
に
係
る
国
税
の
申
告
・

納
付
等
の
期
限
延
長
措
置
の
終
了

に
つ
い
て
◆

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
28
年
４
月
14
日
か
ら
平
成
28
年

11
月
29
日
ま
で
の
間
に
到
来
す
る
す
べ

て
の
国
税
の
申
告
・
納
付
等
の
期
限
が
、

平
成
28
年
11
月
30
日（
水
）と
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
・
納
付
等
の
必
要
が
あ
る

方
は
、
平
成
28
年
11
月
30
日（
水
）ま
で

に
手
続
き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
延
長
後
の
振
替
納
税
の
納
付
日

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
の

で
、
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
方
は
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

・
平
成
27
年
分
確
定
申
告
延
納
分

・
平
成
28
年
分
予
定
納
税
第
１
期
分

　
　
　
　
　
　
　
　

及
び
第
２
期
分

振
替
納
付
日　

平
成
28
年
11
月
30
日

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

・
平
成
27
年
分
確
定
申
告

・
平
成
28
年
分
中
間
申
告
分

（
複
数
回
あ
る
場
合
は
全
て
）

・
課
税
期
間
の
特
例
の
選
択
者　
　
　

（
複
数
回
あ
る
場
合
は
全
て
）

振
替
納
付
日　

平
成
29
年
１
月
16
日

　

な
お
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
る

災
害
等
に
よ
り
、
期
限
ま
で
に
申
告
・

納
付
等
の
手
続
が
困
難
な
方
に
つ
い
て

は
、阿
蘇
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

阿
蘇
税
務
署　

※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

■
国
民
年
金
の
種
類
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
を

有
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て

の
方
が
加
入
す
る
も
の
で
、
老
齢
・
障

害
・
死
亡
に
よ
り
「
基
礎
年
金
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、「
第
1
号
被
保
険

者
」「
第
2
号
被
保
険
者
」「
第
3
号
被

保
険
者
」
と
3
つ
の
種
類
が
あ
り
、
ど

の
制
度
に
加
入
す
る
か
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
め
方
が
異
な
り
ま
す
。

第
1
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
農
業
・
自
営
業
等
に
従
事

す
る
方
、
学
生
、
無
職
の
方
な
ど

【
保
険
料
納
付
方
法
】
納
付
書
に
よ
る

納
付
な
ど
、
自
分
で
納
め
ま
す
（
納
め

ら
れ
な
い
と
き
は
、
免
除
や
納
付
猶
予

の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
）。

第
2
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
を

受
け
て
い
る
事
業
所
に
勤
務
す
る
方
で

あ
れ
ば
、
自
動
的
に
国
民
年
金
に
も
加

入
し
ま
す
（
た
だ
し
、
65
歳
以
上
で
老

齢
年
金
を
受
け
る
方
を
除
き
ま
す
）。

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】 

国
民
年
金
保

険
料
は
厚
生
年
金
保
険
料
に
含
ま
れ
ま

す
の
で
、
厚
生
年
金
を
か
け
る
方
は
自

動
的
に
国
民
年
金
に
も
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
厚
生
・
共
済
各
制
度
が
、

国
民
年
金
制
度
に
基
礎
年
金
拠
出
金
を

交
付
し
ま
す
。

第
3
号
被
保
険
者

【
対
象
者
】
第
2
号
被
保
険
者
の
配

偶
者
で
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
を

い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
間
収
入
が

１
３
０
万
円
以
上
で
健
康
保
険
の
扶
養

と
な
れ
な
い
方
は
第
3
号
被
保
険
者
と

は
な
ら
ず
、
第
1
号
被
保
険
者
と
な
り

ま
す
。

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】
国
民
年
金
保

険
料
は
配
偶
者
が
加
入
す
る
年
金
制
度

が
一
括
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

「
熊
本
東
年
金
事
務
所
」

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
お
問
い
合
わ
せ
の
際
に
、
年
金
手
帳

な
ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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年
末
年
始
に
お
け
る犯罪

の
防
止
！

年
末
に
お
け
る
警
戒
活
動
の
強
化

　

年
末
は
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
店

深
夜
営
業
店
舗
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗
な

ど
の
重
要
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
高
齢
者

を
狙
っ
た
特
殊
詐
欺
、
子
ど
も
・
女
性

に
対
す
る
わ
い
せ
つ
声
か
け
事
案
な
ど

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
本

年
は
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
の
発
生

に
伴
い
、
被
災
地
の
治
安
維
持
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
年
末
に
お

け
る
警
戒
活
動
を

強
化
す
る
と
と
も

に
、
関
係
機
関
や

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
各
種

犯
罪
の
未
然
防
止

に
努
め
ま
す
。

年
末
の
警
戒
活
動
期
間

　

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　

12
月
31
日
ま
で

特
別
警
戒
活
動
期
間

　

平
成
28
年
12
月
21
日
か
ら

　
　
　
　
　

12
月
31
日
ま
で

活
動
の
重
点

○
仮
設
住
宅
等
被
災
地
に
お
け
る
治
安

維
持
活
動
の
推
進

○
金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
店
等
深

夜
営
業
店
舗
対
象
強
盗
事
件
の
防
止

○
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

○
子
ど
も
・
女
性
に
対
す
る
わ
い
せ
つ
・

声
か
け
事
案
の
被
害
防
止

防
火
パ
レ
ー
ド

　

11
月
11
日（
金
）秋
の
火
災
予
防
運

動
週
間
中
に
、
市
原
保
育
園
の
園
児

達
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

澄
み
切
っ
た
青
空
の
中
、
ハ
ッ
ピ
姿

の
園
児
達
は
役
場
前
で
お
遊
戯
を
披
露

し
、火
災
予
防
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

園
児
達
は
拍
子
木
を
鳴
ら
し
「
火
の

用
心
」
を
呼
び
か
け
な
が
ら
市
原
保
育

園
ま
で
の
ル
ー
ト
を
元
気
に
パ
レ
ー
ド

し
ま
し
た
。

寒
く
な
り
ま
し
た
！

　

徐
々
に
寒
さ
が
増
し
沢
山
の
家
庭
で

暖
房
器
具
を
出
し
始
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

暖
房
器
具
を
使
用
す
る
と
暖
か
く
な

る
反
面
、
暖
房
器
具
が
原
因
と
な
る
火

災
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
ポ
イ

ン
ト
（
ス
ト
ー
ブ
編
）
を
紹
介
し
ま
す
。

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

ゴミ捨て等の短時間でも
　　　カギをかけましょう。
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10
月
23
日（
日
）に
テ
ー
マ

「
糸
～
１
０
５
の
糸
か
ら
大
き

な
絆
へ
」
の
下
、
南
小
国
中
学

校
文
化
の
日
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
意
見
発
表
、
英
語
暗
唱
、

劇
、
吹
奏
楽
部
演
奏
、
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
、
作
品
展
示
と
盛
り

だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
し

た
。
私
は
、
終
日
参
加
し
ま
し

た
が
、
と
て
も
充
実
し
た
文
化

の
日
と
な
り
ま
し
た
。
人
権
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
発
表
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

最
初
に
一
年
の
佐さ

と
う
り
お
ん

藤
綾
恩

君
が
「
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
」

と
い
う
題
で
発
表
し
ま
し
た
。

「
た
っ
た
一
言
で
傷
つ
け
た
り
、

傷
つ
い
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
僕
は
今
ま
で
に
何
度
も
経

験
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
記
憶

に
残
っ
て
い
る
の
は
、
友
だ
ち

に
言
わ
れ
た
一
言
で
す
。「
そ

れ
し
て
何
に
な
る
と
」
た
っ
た

一
言
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

一
言
を
聞
い
た
僕
は
、
悲
し
い

よ
う
な
悔
し
い
よ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。
そ

れ
な
の
に
友
だ
ち
は
、
悪
い
事

を
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
が
今
で
も
許

せ
ま
せ
ん
。」
と
語
り
始
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
最
後
に
、「
よ

り
よ
い
未
来
に
な
る
よ
う
に
、

一
人
ひ
と
り
が
心
が
け
れ
ば
傷

つ
く
人
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
を

知
っ
て
差
別
を
な
く
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
努

力
し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と

結
び
ま
し
た
。

　

次
に
、
二
年
の
高
野
は
な
さ

ん
が
「
地
震
で
感
じ
た
人
と
の

つ
な
が
り
」
と
い
う
題
で
発
表

し
ま
し
た
。
熊
本
地
震
で
被
災

し
た
時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に

語
り
始
め
ま
し
た
。「
今
年
の

四
月
に
発
生
し
た
地
震
の
直

後
、
私
は
避
難
所
に
避
難
し
ま

し
た
。
そ
の
時
、避
難
所
で
は
、

温
か
い
お
に
ぎ
り
と
お
茶
が
配

ら
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
支
援

物
資
が
届
い
た
り
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
山
形
県
か
ら
の
物
資

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
遠
い

所
の
自
衛
隊
の
車
を
見
か
け
た

り
も
し
ま
し
た
。
地
震
の
直
後

は
、
と
て
も
怖
い
思
い
を
し
ま

し
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら

の
支
援
の
気
持
ち
を
知
っ
て
少

し
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最

後
に
、
今
回
の
地
震
で
い
ろ

い
ろ
な
支
援
を
受
け
て
、
ま

た
、
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
私
も

支
援
を
し
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
通
し
て
考
え
方
が
変

わ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
人
を
思

い
や
っ
て
生
ま
れ
た
つ
な
が
り

は
、
人
を
変
え
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。」
と
結

び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
三
年
の
河か

わ
も
と
ゆ
う
き

本
侑
樹

君
が
「
欠
か
さ
ず
行
う
こ
と
」

と
い
う
題
で
発
表
し
ま
し
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
大
好
き
な
私
は
、
終
始
、

興
味
を
持
っ
て
聞
き
ま
し
た
。

家
族
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に

語
り
始
め
ま
し
た
。「
僕
に
は
、

車
椅
子
の
じ
い
ち
ち
ゃ
ん
が
い

ま
す
。
生
ま
れ
た
時
は
、
元
気

に
歩
い
て
い
た
ら
し
い
で
す
が
、

自
分
が
覚
え
て
い
る
の
は
、
車

椅
子
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で

す
。
あ
る
日
、
山
で
木
を
切
る

仕
事
を
し
て
い
た
時
に
、
崖
か

ら
落
ち
て
頸
椎
損
傷
に
な
り
ま

し
た
。
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
を
訪

ね
た
時
に
僕
が
必
ず
や
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

帰
る
時
に
じ
い
ち
ゃ
ん
と
握
手

を
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と

は
、
た
ぶ
ん
保
育
園
の
時
か
ら

続
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
高

校
で
も
野
球
を
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
理
由
は
、
じ
い
ち
ゃ

ん
に
野
球
を
し
て
い
る
所
を
見

て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。」

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
結
ん

で
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
医
療

が
進
歩
し
て
い
け
ば
、じ
い
ち
ゃ

ん
も
、
も
う
一
度
歩
け
る
よ
う

に
な
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
な
っ

た
ら
ど
こ
か
に
旅
行
に
行
っ
て

み
た
い
で
す
。
そ
ん
な
こ
と
を

考
え
な
が
ら
僕
は
、
じ
い
ち
ゃ

ん
と
握
手
を
し
て
い
ま
す
。」

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

152

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
豊
か
な
心
を
育
ん
だ
南
小
国
中
文
化
の
日

教
育
長
職
務
代
理
者
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

2 年髙野はなさん

3年河本侑樹君

１年佐藤綾恩君
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

２
０
０
４
年
よ
り
12
年
間
使
用
し
て

い
た
小
国
公
立
病
院
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
間
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
時
代
よ
り

も
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
身

近
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆

さ
ん
に
公
立
病
院
の
情
報
を
よ
り
見
や

す
く
・
わ
か
り
や
す
く
お
届
け
す
る
た

め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を

新
し
く
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
病
院
内
の
診
療
科
・
各

部
署
の
紹
介
・
常
勤
医
師
・
専
門
ス

タ
ッ
フ
・
休
診
の
お
知
ら
せ
・
求
人

案
内
・
看
護
学
生
奨
学
金
制
度
な
ど
、

小
国
郷
内
外
に
関
わ
ら
ず
、
多
く
の

人
に
お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
小
国
町
・
南
小
国
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な

連
携
を
し
て
い
る
、
熊
本
大
学
病
院
や

熊
本
赤
十
字
病
院
・
行
政
・
医
師
会
・

地
域
医
療
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ

の
リ
ン
ク
も
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
。

以
前
よ
り
運
営
し
て
い
る
小
国
公
立
病

院
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
と
も
連

携
し
、
多
角
的
に
情
報
発
信
を
し
て
い

こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
作
成
中
の

ペ
ー
ジ
も
一
部
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
後

は
定
期
的
に
更
新
し
、
内
容
を
充
実
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

小
国
郷
内
の
リ
ソ
ー
ス
だ
け
で
は
完

結
し
な
い
医
療
業
界
だ
か
ら
こ
そ
、
今

後
、
小
国
の
地
域
か
ら
全
世
界
に
向
け

て
情
報
発
信
が
と
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

『
小
国
公
立
病
院
』
で
検
索
、
ま
た
は

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、
是
非
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

小
国
杉
ア
ロ
マ
噴
霧
機　

設
置

　

現
在
、
小
国
公
立
病
院
の
外
来
待
合

室
に
、
人
の
表
情
を
読
み
取
る
セ
ン

サ
ー
が
付
い
た
小
国
杉
ア
ロ
マ
噴
霧
機

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
械
は
、
小
国
町
と
連
携
し
て

い
る
北
九
州
市
の
Ｙ
Ｋ　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｅ

Ｓ
さ
ん
と
北
九
州
高
専
チ
ー
ム
と
の

タ
ッ
グ
で
開
発
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

待
合
室
で
待
っ
て
い
る
人
の
表
情

が
曇
っ
た
の
を
感
知
し
た
ら
、
機
械

が
動
き
出
し
、
ア
ロ
マ
の
香
り
と
共

に
、
小
国
の
美
し
い
森
の
風
景
が
モ

ニ
タ
ー
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
イ
ラ

イ
ラ
す
る
待
ち
時
間
を
癒
し
の
時
間

に
変
え
て
く
れ
る
秘
密
兵
器
、
是
非

ご
体
験
く
だ
さ
い
。

○
新
任
ス
タ
ッ
フ
紹
介

名
前
：
藤
井　

巳
加

趣
味
：
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

熊
本
赤
十
字
病
院
か
ら
３
か
月
間

お
世
話
に
な

り
ま
す
。
熊

本
市
出
身
で

小
国
は
初
心

者
で
す
。
医

療
だ
け
で
な

く
、
地
域
の

事
も
た
く
さ
ん
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
短
い
間
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
前
：
杉
本　

美
香

専
門
分
野
：
内
科
・
救
急

趣
味
：
温
泉
巡
り

　

熊
本
赤
十
字
病
院
よ
り
、
半
年
間
小

国
公
立
病
院

に
派
遣
さ

れ
、
お
世
話

に
な
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
南
国
天

草
出
身
な
の

で
、
今
年
は
小
国
の
冬
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
来
年
３
月
ま
で
と
い
う

短
い
期
間
で
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

小
国
公
立
病
院
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

↑
公立病院ホームページ
ＱＲコード
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租
税
教
育
実
践
発
表
会
を
開
催

　

11
月
４
日（
金
）阿
蘇
地
区
租
税
教
育

推
進
協
議
会
の
委
嘱
を
受
け
て
、
本
校

２
年
生
が
実
践
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

  

社
会
科
の
杉
本
健
治
教
諭
を
中
心
に
、

７
月
の
租
税
教
室
、
そ
し
て
10
月
後
半

か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用
し

て
、
南
小
国
町
の
税
に
つ
い
て
調
べ
学

習
を
行
い
、
ま
た
町
税
務
課
長
の
木
山

様
の
助
言
を
い
た
だ

き
、「
よ
り
良
い
南

小
国
町
を
つ
く
る
に

は
、
税
を
ど
の
よ
う

に
使
え
ば
良
い
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
授
業
を
公
開
し
ま
し
た
。　

生
徒

は
、「
子
育
て
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
れ

ば
、
人
口
が
増
え
る

の
で
は
な
い
か
。」「
ゴ

ミ
を
減
ら
し
て
よ
り

良
い
町
へ
」
と
提
案

し
た
班
も
あ
り
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
よ

く
頑
張
り
ま
し
た
。

郡
市
中
学
校
音
楽
会

　

11
月
8
日（
火
）阿
蘇
中
学
校
体
育
館

で
、
58
回
目
を
迎
え
る
音
楽
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
長
谷
部
理
子
さ
ん
の
開

会
宣
言
に
引
き
続
き
、
部
会
長
の
安
武

波
野
中
校
長
先
生
か
ら
は
、
本
校
の
定

期
演
奏
会
の
話
題
に
触
れ
て
い
た
だ

き
、
吹
奏
楽
演
奏
の
部
が
午
前
中
に
行

わ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
各
学
校
の
合
唱

が
体
育
館
に
響
き
と
て
も
心
が
和
ま
さ

れ
る
一
時
で
し
た
。

  

講
評
で
は
、
87
名
の
声
が
ひ
と
つ
に

な
っ
た
好
演
で
す
。
声
も
よ
く
出
て
い

ま
す
。「
こ
と

ば
」
を
、
ど
の

よ
う
に
の
せ
る

か
を
考
え
合
う

と
、
更
に
深
い

表
現
も
き
っ
と

で
き
る
よ
う
に

な
る
と
思
い
ま

す
。
な
ど
の
講

評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

中
高
一
貫
芸
術
鑑
賞
会
・
学
友
団
活
動

　

10
月
28
日（
金
）に
、
小
国
高
校
、
小

国
中
学
校
、
南
小
国
中
学
校
の
生
徒
が

一
堂
に
会
し
、
中
高
一
貫
行
事
と
し
て

午
前
中
に
芸
術
鑑
賞
会
、
午
後
に
学
友

団
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
に
行
わ
れ
た
三
校
合
同
芸
術
鑑

賞
会
で
は
、
中
国
雑
技
団
に
よ
る
「
ア

ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
西
遊
記
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
雑
技
を
体
験
す
る
コ
ー
ナ
ー

も
あ
り
、
多
く
の
生
徒
が
積
極
的
に
手

を
挙
げ
て
い
ま
し
た
。
終
盤
に
は
、
ス

テ
ー
ジ
上
で
天
井
に
届
く
ほ
ど
椅
子
を

積
み
上
げ
、
そ
の
上
で
倒
立
を
す
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
そ
う
な
中
、
最
後
ま
で
や
り
き
っ

た
こ
と
で
大
歓
声
が
起
き
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、

学
友
団
活
動
と

し
て
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
行

い
ま
し
た
。
中
学

生
、
高
校
生
混
合

の
チ
ー
ム
で
、
高

校
生
が
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
ま
し
た
。

１
試
合
終
わ
る
ご
と
に
輪
に
な
っ
て
反

省
会
を
開
き
、「
次
は
勝
て
る
」、「
こ
の

プ
レ
ー
は
よ
か
っ
た
ね
」
と
声
を
か
け

合
っ
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

親
の
学
び
講
座

　

10
月
26
日（
水
）、
家
庭
教
育
支
援
事

業
の
一
環
と
し
て
、
く
ま
も
と
『
親
の

学
び
』
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
講
座
が
開
講

さ
れ
ま
し
た
。
講

座
に
は
、
生
徒
・

保
護
者
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。「
物

事
に
は
多
様
な
見

方
、
考
え
方
が
あ

り
、
自
分
の
意
見

と
異
な
っ
て
も
、

理
由
を
聞
く
こ
と
で
相
手
の
気
持
ち
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
お
話

の
後
、
お
題
に
対
し
て
４
つ
の
班
に
分

か
れ
て
の
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
生
徒
達
が
お
互
い
に
自

分
の
意
見
と
理
由
を
説
明
し
て
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い
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地域おこし協力隊 徒然日誌 第九弾

５月、生まれて初めて「田植え機」に乗せていただきました。雲ひとつない晴天下、１枚
分の田植えをさせていただき、その後育っていく稲を見に行ってはその青々とした美しさ
や、黄金色に変化したお米がたわわに実っている様子に感動を覚えました。そして10月、
収穫にて掛け干しを体験しました！掛け干しは大変だとは伺っていましたが、それを身
を以て体験することができました。手間暇かけて育てたお米をいただけることが改めて、
ありがたいことだと思いました。

１１月５日（土）、波居原体育館と隣の田んぼにて米フェスを開催
いたしました！当日は約150名のお客様がお越しになり、10軒の
農家さんのこだわりのお米と、ご飯に合うおかず、きよらのおだし
を使っただご汁などを堪能していただきました。しめ縄作りや、米
ぬか石鹸作りにも多くの方に体験いただき、楽しんでいただきまし
た。アンケートを集計したところ、約9割のお客様から「大変満足」
との感想と「来年もまた来たい」との嬉しい声をいただきました。リ
ピーターのお客様もとても多く、今後も継続して、南小国町の美味
しいお米をPRしていきたいと思います。

今回は【お米】繋がりでの記事を書いてみましたが、いかがだったでしょうか！米フェスで
は親交のある大分県竹田市の協力隊の方が遊びに来てくださり、米フェスのような農家の
方が主役のイベントに興味津々でした。南小国町のお米や米フェスが今後もたくさんの人
たちに愛されるよう、できる範囲でお手伝いをしていきたいと思いました。
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第
29
回
み
な
み
お
ぐ
に
文
化
祭
　
平
成
28
年
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

　

11
月
３
日（
木
）市
原
小
学
校
体

育
館
に
て
、
第
29
回
み
な
み
お
ぐ

に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
・

展
示
の
部
に
分
け
て
行
い
、
約

３
０
０
人
の
町
民
の
方
の
来
場
が

あ
り
、
大
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
で
は
、
町

内
各
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
太

鼓
、
合
唱
、
合
奏
な
ど
の
発
表
や
、

南
小
国
町
文
化
協
会
員
の
方
々
に
よ
る
民
踊
や
詩
吟
な
ど
の
15
組
の
方
々
に
よ
る
発
表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
震
災
の
影
響
も
あ
り
、
あ
ま
り
活
動
が
出
来
な
か
っ
た
団

体
も
あ
り
ま
し
た
が
、
日
々
の
活
動
の
成
果
を
存
分
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小

国
高
校
吹
奏
楽
部
の
発
表
で
は
、「
火
の
国
旅
情
」
や
「
小
国
セ
レ
ナ
ー
デ
」
な
ど
の

演
奏
も
あ
り
、
会
場
の
み
な
さ
ん
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

展
示
の
部
で
は
、
小
中
学
生
に
よ
る
作
品
や
文
化
協
会
員
の
作
品
の
他
に
、
悠
清
苑
・

り
ん
ど
う
荘
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

森
園
の
方
々
の
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
し
た
。
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
も

の
ば
か
り
で
し
た
。

　

今
年
は
、
ま
い
ぶ
ら
り
ー
ク
ラ

ブ
に
よ
る
「
茶
道
」
の
披
露
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
絵
は
が
き
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
も

実
施
さ
れ
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
を

は
じ
め
、
多
く
の
方
が
文
化
活
動

を
体
験
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

○
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
約
２
１
０
句
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
３
つ
の
部
門
に
分
け
て
、
文
化
祭
の
当
日
に
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

優
秀
賞
　
地な

い震
凌
ぎ
　
火よ
山
灰な

埃
上
げ
　
稲
を
刈
る
　
佐
藤
須
磨
子
さ
ん
（
落
見
）

秀
句　

　
校
庭
に
　
見
守
る
ご
と
く
　
石ざ

く
ろ榴
笑
む
　
　
河
津
昭
子
さ
ん
（
湯
田
下
）

　
　
　
　
秋
天
に
　
手
を
差
し
伸
べ
て
　
豆
ち
ぎ
る
　
宮
﨑
チ
ク
さ
ん
（
古
賀
）

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞
　
こ
の
香
り
　
き
ん
も
く
せ
い
が
　
わ
ら
っ
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
　
大
和
さ
ん
（
市
原
小
）

秀
句
　
　
秋
の
夜
　
外
に
ひ
び
く
よ
　
笑
い
声
　
　
　
石
橋
咲
瑶
さ
ん
（
中
原
小
）

　
　
　
　
秋
葉
山
　
き
れ
い
に
色
付
く
　
も
み
じ
の
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
颯
太
さ
ん
（
市
原
小
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞
　
散
歩
し
て
　
始
め
て
気
づ
く
　
ふ
き
の
と
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
美
沙
季
さ
ん

秀
句　

　
あ
た
た
か
い
　
ス
ト
ー
ブ
囲
み
　
さ
わ
ぐ
皆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澁
江
美
空
さ
ん

　
　
　
　
秋
の
日
の
　
少
し
つ
め
た
き
　
風
の
中
　
　
甲
斐
龍
王
さ
ん

　

当
日
は
入
選
作
品
だ
け
で
な
く
、
応
募
さ
れ
た
全
て
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

主
催　

南
小
国
町
文
化
協
会
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受賞おめでとうございます！
　～歯の祭典　県知事賞受賞～

日本少林武術祭

「税を考える週間」表彰

　昨年度、「高齢者のよい歯のコンクール」で阿蘇郡市内最優
秀賞に選ばれた瀬の本の井　久米男さん。今年は県歯科医師会
主催で 11 月６日に行われた「歯の祭典」において、県知事賞
を受賞されました。井さんの日頃の歯に関する意識と取組が、
今回の受賞に結びついたと思います。

　11 月６日（日）に菊池総合体育館で
行われた日本少林武術祭に少林武術
南小国道場の拳士 22 名が参加し多く
の賞を受賞しました。特に散打（組手）
の部では出場者の半分が３位までの
入賞を果たすという成績でした。

【受賞者】　（敬称略）
　○散打（組手）の部
　　最優秀賞（金賞）　　　　優秀賞（銀賞）　　　敢闘賞（銅賞）
　　　高橋健太郎　　　　　　樋口慶　　　　　　本田宗大　　　北里寿葵
　　　高橋さくら子　　　　　樋口友夢　　　　　二子石悠里　　樋口奈津那
　　　杉安一葉　　　　　　　松崎彩華　　　　　橋本拓己　　　　　以上 11 名
　○套路（形）の部
　　優秀賞（銀賞）　　　　　敢闘賞（銅賞）
　　　高橋健太郎　　　　　　北里舞加　　二子石ほのか
　　　松崎彩華　　　　　　　樋口友夢　　樋口奈津那　　　　　　　以上６名

　11 月 11 日（金）から 17 日（木）までの税を考える週間
にあわせ、阿蘇地区租税教育推進協議会が主催する「税
に関する作品」が募集されました。各小学校から作品
が応募され、４人の生徒が賞を受賞。30 日には、役場
で表彰式が行われ、賞状と記念品が授与されました。
　習字作品部門では、佐藤結子さんと愛下ジャニンま
きこさんが南小国町長賞を受賞。「税についての作文」
部門では、田苗伸秀さんが阿蘇税務署長賞、稲森真鈴
さんが阿蘇地区納税貯蓄組合連合会会長賞を受賞しま
した。
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オーボエ・ギターデュオコンサート

　11 月６日（日）南小国町役場きよらホールにて、『三井住友海上文化財団ときめくひととき♯ 770
古部賢一＆鈴木大介 オーボエ・ギターデュオコンサート』を開催しました。
　このコンサートは、公益財団法人三井住友海上文化財団による助成事業として行われるもので、
地域における文化の振興を支援するため、各地の公立文化ホールにおいて、都道府県と市町村に
よる共同主催として、地域の方々へ著名な演奏家による上質なコンサートを提供することを目的
に行われています。例年約 30 回のコンサートを実施しており、本年度は南小国町が開催地に選ば
れました。
　当日は、約 170 名の方の来場があり、オーボエとギターの優しい音色に癒されていました。コ
ンサート中には、『きよら歌』の演奏もあり、音楽に合わせて口遊む姿も見受けられました。
　また、古部さんと鈴木さんは、コンサート前日には、熊本地震で被害の大きかった益城町と南阿
蘇村への慰問訪問も行われました。

新
米
の
凭
れ
外
陣
大
柱　
　
　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

酒
米
の
ひ
と
足
早
き
稲
架
並
ぶ　
　
　
　
　

河
津　

悦
子

木
犀
の
粉
雪
の
ご
と
音
も
無
く　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

半
額
の
最
後
の
線
香
花
火
か
な　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

田
舎
道
ケ
イ
ト
ウ
の
花
咲
き
誇
る　
　
　
　

河
津　

靜
子

秋
日
濃
き
錦
江
湾
に
ク
ル
ー
ズ
す　
　
　
　

北
里　

富
男

父
ま
さ
ば
枸
杞
の
実
酒
を
進
め
ば
や　
　
　

北
里
千
寿
恵

穂
孕
み
の
棚
田
裨
を
抜
く
男　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

忽
然
と
匂
わ
ぬ
朝
の
金
木
犀　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

コ
ス
モ
ス
と
並
び
笑
顔
で
撮
っ
て
お
り　
　

佐
渡　

節
子

四
反
を
昼
迄
に
終
う
コ
ン
バ
イ
ン　
　
　
　

下
城　

た
ず

つ
か
の
間
に
刈
田
と
な
り
し
湯
小
屋
径　
　

杉
野　

正
依

終
日
を
窓
の
時
雨
の
中
に
居
て　
　
　
　
　

橋
本　

や
ち

波
打
ち
て
呼
子
は
曇
り
波
郷
の
忌　
　
　
　

本
田　

髙
幹

木
犀
の
香
に
包
ま
れ
て
立
話　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

秋
水
や
軍
手
洗
う
も
楽
し
そ
う　
　
　
　
　

安
武
く
に
子
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西部農免農道（マゼノミステリーロード）において、積雪や路面凍結により事故発生の危険性があります

ので、通行の安全を保持するために、下記期間中において 『 通行止め 』 を行います。

ご利用の皆様には多大なご迷惑をおかけいたしますが、ご理解ご協力をお願いいたします。

　１．　規制内容　　　全面通行止め　（下記　地図のとおり）

　２．　規制期間　　　平成 ２８年 １２ 月 ９日(金） から 平成 ２９ 年 ３月 ２１ 日（火）まで

西部農免農道（マゼノミステリーロード）

【冬季期間中の通行止のお知らせ】

※押戸石までは通行できます。

　　※ 国道２１２号線入口２ｋｍ地点（押戸石橋）から阿蘇市（ミルクロード）への通り抜けが出来ません。

マゼノミステリーロード

通行止

通行止

阿蘇スカイライン

２１２号線

通行止区間

通行可能区間

押戸石
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年
末
年
始
業
務
の
お
知
ら
せ

■
滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
時
間

お
よ
び
休
業
日
】

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー　

参
照

【
し
尿
汲
み
取
り
休
業
日
】

12
月
30
日（
金
）～
平
成
29
年
１

月
４
日（
水
）

※
そ
の
他
、
土
日
祝
日
は
お
休

み
で
す
。
ま
た
、
地
区
割
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
北
部
斎
場

【
火
葬
業
務
休
業
日
】

平
成
29
年
１
月
１
日（
日
）

※
受
付
の
み
可
能

（
１
日
以
外
は
通
常
通
り
）

■
問
い
合
わ
せ

〔
ご
み
〕
滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎（
４
６
）５
４
６
８

〔
し
尿
〕（
有
）高
野
商
会

☎（
４
６
）４
０
０
６

〔
火
葬
〕
阿
蘇
北
部
斎
場

☎（
４
６
）６
０
２
２

う
な
ぎ
採
捕
禁
止
に
つ
い
て

　

う
な
ぎ
の
資
源
保
護
の
た

め
、
熊
本
県
内
全
域
に
お
い
て

10
月
１
日
か
ら
翌
３
月
31
日

ま
で
の
間
、
う
な
ぎ
の
採
捕

が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
漁
業
者
、
遊
漁
者
を

は
じ
め
、
す
べ
て
の
人
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

違
反
す
る
と
罰
金
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

　

う
な
ぎ
資
源
保
護
の
た
め
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
期
間
中
採
捕
禁
止
対
象
は
、

全
長
21
㎝
を
超
え
る
う
な
ぎ
。

※
熊
本
県
内
の
す
べ
て
の
海

面
お
よ
び
河
川
な
ど
の
内
水

面
に
お
い
て
、
全
長
21
㎝
以

下
の
う
な
ぎ
は
年
間
を
通
じ

て
採
捕
禁
止
。

平
成
28
年
度
　
第
３
回
危
険

物
取
扱
者
試
験
実
施

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
第
３
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類
・

丙
種

■
試
験
日

平
成
29
年
２
月
12
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

平
成
29
年
１
月

　

６
日（
金
）～
13
日（
金
）

・
電
子
申
請　

平
成
29
年
１
月

　

３
日（
火
）～
10
日（
火
）

■
試
験
場
所　
　

熊
本
市

■
願
書
等
の
配
置
場
所

北
部
分
署
・
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
お
よ
び
熊

本
市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

平
成
28
年
度
　
第
３
回
消
防

設
備
士
試
験
実
施

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
度
第
３
回
消
防
設
備

士
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
試
験
種
類

甲
種
全
類
・
乙
種
全
類

■
試
験
日

平
成
29
年
３
月
12
日（
日
）

■
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請　

平
成
29
年
１
月

　

18
日（
水
）～
25
日（
水
）

・
電
子
申
請　

平
成
29
年
１
月

　

15
日（
日
）～
22
日（
日
）

■
試
験
地　
　

熊
本
市

■
願
書
等
の
配
置
場
所

北
部
分
署
・
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
お
よ
び
熊

本
市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

農
地
を
『
貸
し
た
い
方
』『
借
り

た
い
方
』
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
熊
本

県
農
業
公
社
）
で
は
、
農
業
経

営
を
縮
小
さ
れ
る
方
な
ど
か
ら

農
地
を
借
り
受
け
、
担
い
手
農

家
な
ど
に
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
『
担
い
手
農
家
に
農
地
を
貸

し
た
い
』、『
新
た
な
農
地
が
あ

れ
ば
借
り
た
い
』と
い
う
方
は
、

市
町
村
や
Ｊ
Ａ
の
担
当
窓
口
、

熊
本
県
農
業
公
社
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
農
業
公
社　

☎
０
９
６（
２
１
３
）１
２
３
４

熊
本
県
農
業
公
社

検
索

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

「鍼灸施術券」について、ご存じですか？
　南小国町に住民票がある 40 歳以上の方に鍼灸施術券（10 枚綴り）を交付しています。
この券を持参すれば、施術費の自己負担分の 1,100 円を町が負担します。ただし、利用で
きる鍼灸院は小国郷内の指定された鍼灸師に限ります。申請を希望する方は、町民課窓口
にある「はり・きゅう施設利用者証交付申請書」を町民課へ提出してください。
　■問い合わせ　役場　町民課　戸籍住民係まで　☎（４２）１１１３
　＊他人の施術券はご利用できませんのでご注意ください。
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お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す

　

熊
本
県
で
は
、
本
年
度
12
月

か
ら
２
月
ま
で
の
予
定
で
、
建

築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
使
用
実
態

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
す
。
建
築
物
の
所
有
者

な
ど
の
皆
さ
ん
に
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
が
届
き
ま
し
た
ら
、
御

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
は
県

が
委
託
し
た
会
社
（
国
際
航
業

株
式
会
社
）
が
行
い
ま
す
が
、

工
事
な
ど
の
業
者
斡
旋
は
一
切

行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
建
築
物

戸
建
住
宅
以
外
の
鉄
骨
造
や
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
等
の
建
築

物■
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
土
木
部
建
築
住
宅
局
建

築
課　

安
全
推
進
班　

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
５
３
５

平
成
28
年
度
調
理
師
業
務
従

事
者
届
の
提
出
に
つ
い
て

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、

法
に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就

業
地
等
に
関
す
る
届
出
が
必

要
で
す
。

■
対
象

平
成
28
年
12
月
31
日
現
在
、
調

理
師
免
許
を
有
し
県
内
で
調
理

業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

■
届
出
用
紙
の
設
置
場
所

県
庁
健
康
づ
く
り
推
進
課
、
熊

本
県
の
保
健
所
、
熊
本
市
の
保

健
所
及
び
各
区
役
所
、
山
鹿
市

役
所

■
提
出
期
限

平
成
29
年
１
月
16
日（
月
）

提
出
先
：
就
業
地
を
所
管
す
る

保
健
所
（
山
鹿
保
健
所
を
除

く
）、
就
業
地
が
熊
本
市
の
方

は
熊
本
市
保
健
所
、
就
業
地
が

山
鹿
市
の
方
は
山
鹿
市
役
所

■
問
い
合
わ
せ

県
庁　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
２
５
２

浄化槽を設置している皆さんへ
大切な川や海を汚さないために、年に１回は必ず法定検査を受けましょう

　浄化槽は、微生物の働きを利用して
汚水を浄化する装置なので、微生物が
活動しやすい環境を保つように維持
管理（保守点検・清掃・法定検査）する
ことが法律で義務付けられています。
　維持管理が適正に行われないと、し
だいに浄化槽の機能が低下し、放流水
の水質が悪化したり、悪臭が発生した
りすることがあります。
　法定検査を受けていない人には、町
と熊本県浄化槽協会からの受検お願
い文書を送付します。
■問い合わせ　建設課　水道住宅係　☎（４２）１１１４　
　　　　　　　公益社団法人　熊本県浄化槽協会　☎０９６（２８４）３３５５

法定検査（浄化槽法第11条検査）は浄化槽の「車検」のようなもの

教育委員会より「臨時代替調理員の募集について」
南小国町学校給食センターでは臨時の代替調理員を募集します。

■募集対象：60 歳以下で健康な方
■資格：不問
■業務内容：調理全般、食器洗浄、清掃など
■勤務日：週２日程度
■勤務時間：午前８時から午後４時 45 分まで（昼休みあり）
■問い合わせ：教育委員会　☎（４２）００４７

※勤務条件など詳しい内容
はお気軽にお問い合わせ
下さい。
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南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

原
田　

克
也  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

中
野　

幸
貳  
様  

兵
庫
県
加
古
川
市

安
藤　

善
康  
様  
埼
玉
県
戸
田
市

森
田　

文
隆  

様  
東
京
都
練
馬
区

清
水　

徳
俊  

様  

大
分
県
大
分
市

野
原　

康
弘  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

株
野　
　

進  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

渡
邉　

直
樹  

様  

大
阪
府
大
阪
市

山
中　
　

裕  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

川
原　

繁
人  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

知
久　

史
彦  

様  

広
島
県
福
山
市

中
島　

幹
夫  

様  

千
葉
県
松
戸
市

西
尾　

利
樹  

様  

滋
賀
県
大
津
市

勝
亦　

英
介  

様  

静
岡
県
富
士
宮
市

川
村　

宏
大  

様  

熊
本
県
熊
本
市

清
水　
　

宏  

様  

東
京
都
港
区

稲
垣
伊
万
里  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

佐
藤　

崇
嗣  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

佐
々
木
真
優  

様  

埼
玉
県
川
越
市

鈴
木
み
つ
る  

様  

東
京
都
杉
並
区

瀬
在
丸　

進  

様  

福
岡
県
福
岡
市

堀
江　

隆
志  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

小
澤　

知
寛  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

北
原
知
華
子  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

小
島　

洋
平  

様  

埼
玉
県
所
沢
市 

野
澤　

健
生  

様  

東
京
都
江
東
区

堀
越　

一
輝  

様  

静
岡
県
静
岡
市

狩
野　

博
一  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

島
田　

利
彦  

様  

京
都
府
宇
治
市

山
口　

政
利  

様  

神
奈
川
県
大
和
市

関
根　
　

薫  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

鍋
島　

修
一  
様  

愛
媛
県
松
山
市

山
口　

隆
二  
様  
愛
知
県
豊
田
市

平
島　

信
一  

様  
東
京
都
三
鷹
市

平
野　

幸
助  

様  

長
崎
県
諫
早
市

飯
田　

良
則  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

竹
下　

忠
慶  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

松
本　

健
悟  

様  

福
岡
県
篠
栗
町

佐
藤　

芳
明  

様  

千
葉
県
千
葉
市

内
田　

悟
史  

様  

東
京
都
大
田
区

伊
藤　

克
敏  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

川
原　

初
美  

様  

福
岡
県
福
岡
市

天
正　

知
子  

様  

大
阪
府
河
内
長
野
市

松
尾　

佳
雄  

様  

福
岡
県
那
珂
川
町

太
田　

健
二  

様  

熊
本
県
熊
本
市

中
野　

尚
美  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

稲
垣　
　

勝  

様  

兵
庫
県
川
西
市

横
瀬　

徳
子  

様  

香
川
県
丸
亀
市

甲
斐　

隆
彦  

様  

宮
崎
県
高
千
穂
町

鹿
野　
　

豊  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

金
子　
　

尚  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

柴
田　

晶
子  

様  

東
京
都
港
区

牛
島　
　

将  

様  

熊
本
県
熊
本
市

今
井　

厚
志  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

古
月　

博
幸  

様  

広
島
県
広
島
市

筒
井　

敬
一  

様  

神
奈
川
県
秦
野
市

西
池　

朋
子  

様  

大
阪
府
大
東
市

高
田　

鈴
子  

様  

熊
本
県
あ
さ
ぎ
り
町

武
田　

壮
一  

様  

東
京
都
新
宿
区

神
谷　

篤
生  

様  

千
葉
県
市
川
市

原　
　
　

清  

様  

兵
庫
県
宝
塚
市

馬
場　

裕
史  

様  

東
京
都
渋
谷
区

山
本　

英
雄  

様  

東
京
都
江
戸
川
区

小
宮　

規
子  

様  

東
京
都
豊
島
区

永
吉　

洋
登  

様  

東
京
都
国
分
寺
市

石
橋　

誠
史  

様  

福
岡
県
福
岡
市

中
島　

三
郎  

様  

福
岡
県
豊
前
市

山
森　

康
平  

様  

東
京
都
新
宿
区

飛
永　

光
信  

様  

福
岡
県
福
岡
市

高
橋　

弘
一  

様  

千
葉
県
四
街
道
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、

多
額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

佐
藤　

ル
イ　
様　

平

堀
川　

千
博　
様　

中
湯
田

泉　
　

悦
子　
様　

上
町
３

荒
木　

義
一　
様　

陣
内

日
野　

伸
亮　
様　

杉
田

河
津　

一
誠　
様　

中
湯
田

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

南
小
国
町
商
工
会　
様

城
戸
ア
ツ
子　
様　

脇
戸

佐
伯　

早
苗　
様　

新
町
２

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

オ
レ
た
ち

か
ら
も
！

れ
い
れ
い

い
え
い
え

は
い
は
い

も
ら
も
ら

すす

く
ば
く
ば

あ
る
あ
る

せ
い
ぼ

せ
い
ぼ

れ
い
れ
い

もも

て
い
ね
い

て
い
ね
いれ

い
れ
い

いい

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

今
月
の
表
紙

　

今
月
は
、
11
月
20
日
に
行

わ
れ
た
「
お
せ
ち
教
室
」
で

作
っ
た
お
せ
ち
で
す
。
色
と

り
ど
り
の
料
理
が
並
び
、
と

て
も
き
れ
い
で
し
た
。
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12/
15木 心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘

16 金 さくら荘カフェ　13：30～15：30　さくら荘

17 土

18 日

19 月

20 火
子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・クリスマス会） 参加費100円
１歳児健診　13：00～13：15受付　管理センター

21 水

22 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

23 金 天皇誕生日

24 土 黒川温泉「湯あかり」（～ 3/29）　黒川温泉街

25 日

26 月 国民健康保険税　第７期　納期限
町県民税　第４期　納期限

27 火

28 水 消防団年末警戒
　～30日

29 木

30 金

31 土

1/
1日

元日
黒川温泉振る舞い汁＆
やまなみ太鼓初打ち
12：00～　べっちん館

2 月 振替休日

3 火

平成29年度南小国町
成人式　南小国町役場
きよらホール
13：00～受付　
13：30～開式

4 水

5 木

6 金 消防団出初式   9：10～分列入場   市原小グラウンド

7 土

8 日

9 月 成人の日

10 火 平成29年南小国町立志式　11：00～
　　　　　　　　　　南小国町役場きよらホール

11 水

12 木
乳児健診　13：00～13：30受付　おぐに老健
認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

13 金

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

11
／
11
生　

佐
藤
歩ほ

の

か
乃
榎
ち
ゃ
ん

　
（
父
）紘
旗･

（
母
）真
由
美　

新
町
２

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

10
／
26　

佐
藤　

次
夫（
88
）平

10
／
31　

佐
藤
マ
ス
子（
87
）杉
田
上

10
／
31　

福
嶌
　
徳
豊（
80
）坂
の
下

11
／
7　

荒
木
フ
サ
子（
86
）陣　

内

11
／
10　

日
野
美
彩
子（
88
）杉
田
下

11
／
10　

河
津
チ
ヨ
カ（
81
）中
湯
田

11
／
15　

北
里
　
英
昭（
89
）黒　

川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（10月31日現在）

世帯数　1,762世
帯

（＋４）
　男　　1,967人

（－３）
　女　　2,231人

（＋３）
　計　　4,198人

（±０）
※（ ）は前月比

12月・1月平成28年 平成 29年

午前８時30分～
午前11時30分　

休み

※必ず指定のごみ
袋を使用し、き
ちんと分別して
ください。

※ルールが守られ
ていないと、持
ち込みを断るこ
とがあります。

※年末は大変混雑
します。早めに
持ち込みをお願
いします。

滝美園クリーンセンターへの
ごみの直接持ち込み時間

および休業日

午前８時30分～
午後４時30分　

午前８時30分～
午後４時30分　
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広
報

 き
よ

ら
－

自
然
と
調
和
し
た

『
き
よ
ら
の
郷
』

づ
く
り
－
　

№
6
3
7

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

11月
生まれ
希望者
のみ
掲載林　紗愛菜 ちゃん

ああささ なな

27.11.19生

　（父）隆一さん

　（母）美咲さん

お誕生日おめでとう！いつもニコニコ
かわいい笑顔に癒されます。にいにと
仲良く元気にすくすく育ってね♡

米山

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

【
編
集
後
記
】

▼
あ
と
１
か
月
で
２
０
１
６
年

も
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今

月
号
で
は
、日
本
の
文
化
と
し

て「
お
せ
ち
」に
つ
い
て
の
記

事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
お

せ
ち
」の
意
味
や
そ
の
中
に
入

れ
る
料
理
な
ど
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。ま
た
、生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
が
開
催
し
た「
お
せ
ち

教
室
」で
作
っ
た『
伊
達
巻
』の

レ
シ
ピ
も
掲
載
し
て
い
る
の
で

是
非
、家
庭
で
も
作
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、広
報

誌
で
は
季
節
ご
と
の
日
本
の

文
化
を
紹
介
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

▼
今
月
の
１
枚

　
11
月
９
日
〜
15
日
の「
秋
の

全
国
火
災
予
防
週
間
」に
あ

わ
せ
て
市
原
保
育
園
の
園
児

ら
が
火
災
予
防
を
呼
び
か
け

る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。写
真
は
役
場
前
で
の
、

６
歳
児
に
よ
る「
通
常
点
検
」

の
様
子
で
す
。寒
く
な
り
、乾

燥
す
る
季
節
に
な
り
ま
す
の

で
、火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。　（
Ｃ
）

市原保育園防火パレード（役場前）

今月の１枚

Picture for this month
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